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　三陸海岸では，105年スケールの隆起傾向が地形学的に推定され，101 –102年スケールの沈降傾向が測地学

的に観測されており，両者を矛盾なく説明するモデルが，地震サイクルと関連付けて検討されてきた(池田ほ

か，2012)。一方，東北地方太平洋沖地震以降に実施された沖積層の解析からは，宮古以南の三陸海岸中～南

部における103 –104年スケールの地殻変動が，東北地方太平洋沖地震時や地震前と同様に沈降傾向である可能

性が示されている(Niwa et al., 2017など)。しかし，こうした103 –104年スケールの沈降傾向が三陸海岸北部

にも追跡可能なのかは不明である。そこで本研究では，三陸海岸北部に位置する小本平野で得られた2本の

ボーリングコアを用いて，平野の堆積環境および，103 –104年スケールの地殻変動傾向を推定する。 

 

　当該平野の完新統は，下位から10～9.0 ka BPのバックバリアーを構成する砂泥層，9～8.0 ka BPのエス

チュアリー堆積物，8.0～7.0 ka BPのプロデルタ～デルタフロント堆積物，および現世の河川および氾濫原堆

積物から構成される．上流側のコアでは，大局的には上方細粒化を示す層厚4 mの砂泥層から構成され，最上

部で干潟指標種の珪藻化石を多産する7.4～7.2 ka BPのデルタプレイン堆積物が，プロデルタ～デルタフロン

ト堆積物の上位に認められた。 

 

　デルタプレイン堆積物のうち，干潟指標種の珪藻化石が多産する最上部は潮間帯で堆積したと考えられ，そ

の分布高度(現海面下－7.6 m)は，堆積当時の海面高度を近似すると考えられる。この旧海面高度は，三陸海岸

中部の津軽石平野で推定された同時期の海面高度(現海面下－11.5 m；Niwa et al., 2017)よりも高い。ま

た，津軽石平野では，完新世中期以降にデルタシステムが累重的に発達し，潮間帯堆積物の上位に約6 mの層

厚を有する湿地堆積物が認められ，それらが，完新世の沈降傾向に対応した103年スケールの相対的海水準上

昇を反映していると解釈されている(Niwa et al., 2017)。一方，こうした堆積相分布の特徴は小本平野では認

められず，プロデルタ～デルタフロント堆積物最上部やデルタプレイン堆積物上部は，河川堆積物によって侵

食されている。このことは，完新世中期以降，小本平野では津軽石平野に比べて，堆積物が累重する空間が形

成されにくかったことを示唆する。圧密の影響を無視しているため，103 –104年スケールでの小本平野の絶対

的な上下変位の向きは不明だが，上記の堆積物サクセッションの特徴から，小本平野は津軽石平野に比べると

沈降傾向は顕著ではないと考えられる。 

 

　三陸海岸は，更新世海成段丘の分布が明瞭かつ東北地方太平洋沖地震時の沈降量が小さい宮古以北と，更新

世海成段丘と従来解釈されてきた平坦面の分布が断片的かつ東北地方太平洋沖地震時の沈降量が大きい宮古以

南とに大別される。小本平野と津軽石平野における103 –104年スケールの地殻変動傾向の違いは，海成段丘分

布の特徴や東北地方太平洋沖地震時の沈降量分布から推定される宮古以北の相対的な隆起傾向，および宮古以

南の相対的な沈降傾向と調和的である。これらのことから，三陸海岸における対象期間によって異なる地殻変

動の向きを説明するモデルは，宮古付近を境に異なる可能性が示唆される。 
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